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秋講座(障がい児・者の親・支援者向け) 一言
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日  程 内   容 講   師
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‥ 11/5(刈 自分でやりたい !を応援

～作業療法士の目から見た社会参加～

挙鶴奈」!1塀議立Лコ塚磋ヨ宇埼交

囃

吉川 雅子 氏

2 11/12(劇 自分で決めたい !l
～私が心理カウンセラーになるまで～

NPO法人 アーモンド コミュニテイ

ネットワーク

笠羽 美穂氏 鱒れ中

水谷 裕子氏xNPO―

3 11/19(劇 母らし<、 そして、私らし<
～障がい児子育てからの選択～

社会福祉士・精神保健福祉士

根岸 満恵 氏

4 11/26()鳩 「私らし<」 を手助け

～財産管理だけじゃない「成年後見人」～

NPO法人よこはま成年後見つばさ

蝶

須田 幸隆 氏

☆時 間  10:00-12:00
☆場 所  青葉区福祉保健活動拠点 ふれあい青葉 2階

青葉区市ヶ尾町 1169-22  電話 1972&X6 ☆地図をご覧<ださしヽ

※ 駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用<ださい

☆参加費  各国 300円 (一回のみの参力0でも結構です)

☆定 員  各国 30名   ※ 興味のある方はどなたでもご参加<ださしヽ

☆申込み  開催日の1週間前までに、宮製はがき(以下の自羽

または Eメール (お‐dコ0"ゎ )で、件名「自立生活セミナー」

① 劾 脚 ② 鋤 鏃

…をご記入の上、お申込みください

※ 保育希望の方|よ 開催日の2週間前までla問い合わせ先までご相談くださしヽ

☆申込み先住所  〒2とシⅨ14 青輿区市ヶ尾町 1169-22 ふれあい青葉 M-16
☆間合せ先  メールアドレス 篠蚤Ю疑運膊輌p)ヘ
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青鋼困築報馴躍鰊輛蔭員会つて?
中 事礎罰剛惨夢ぎ鷲ヨ員嵯蒙気 轍 11は り

障がいがある人たちの社会参加のにめに、自ら選択し

行動範囲を広げていくための当事者セミナーに国闊閣、

障がい児・者の保護者や支援者向けのセミナー(秋に開閣

存企画していま魂 障がい畢 、ntr晰:・ 是御明獄

障がい児・者を支援しているメンバニによつて活動する

市民団体で或

「あおば ふれあしW滅畿」を財源として実施t/tいます。
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第 1回講師 吉川 雅子氏

作業療法士斃邦測馴資 横浜市北部地域療育センタすに魏  青年海外協力隊員として、

コスタリカ共和国の脳性まひ総合療育センタ■兼特別支援学校を拠点臨

目國気 jl崎市抑華華菱工輌繭臥 特馳蟷躍開い キ調鮫援引口 σヽ渕回作判蓑
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業務

1轟 平成20年度から、棒割1県鬱霧糧蹟書識交1期 以 柘内費震・劇饒岐援に

取り組む。平成25年度からtネ鍔尋|1県立平塚盲学校1凛翻‰

☆作業療法士って、何を教

えて<れる人なの?
☆吉り||さんの様々な経験・

出会いからのメッセー

滉

捌 物 義

を編ゲ膠 よ」ラノノ

新をレζ 艮濃讐と

して・・・

当の自立とは何

"24歳から自立生活を

始める。・・きつかけ

は何?
☆笠羽さんにとつての

囃

☆自己決定の大切さ、

そ測まいつから?
☆子の思しヽ 親の思いつ

て?子育て中のお母さ

んにメッセージ

水谷さんの傾聴のЫよ

笠羽さんとコラボして、

私たちにメッセージを送

って<れ&

第 2回講師 笠羽 美穂氏

鰤理カウンセラー hPO法人 アーモンドコミュニティネットワーク会員

体重960gの未熟児で生凱 成長過程において手足の運動機能に麻痺が残り、以後 車

椅子生活を送つているb社会人になり 日障害」は個性であると感じる。個性を最大限活か

せる仕事を考えて、イジメ

…

登校拒否等、同じような経験で悩まれている方のカ

になりたしヽ という想いから心躍カウンセラーになみ

第2回講師 水谷 裕子氏

心理カウンセラー hPO法人 アーモンドコミュニティネットワーク理事長

2012年 11月に、市民が孤立することのない共生の社会と平和なコミュニティの実現

に寄与するため|こ

―
睦 より良く聴<こと」印副議警強」を上台とした支援事業

を行なうblPO法人 アーモンドコミュニテイネットワークを設立りL傾聴勉強会の受

講生であった笠羽美穂氏に呼びか■ 障がいのある人の育ちと生きかたに取り組む講座シ

リーズ『魏 航 障がいを支え育てるための″傾聴セミナー』椰
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第3回講師 根岸 満恵氏

在 じ 会 議 ヨ 劉 ヒ L・ 薪 覇 峰 唯 劇 彊 銘 目 制 ヒ 1:

重度知的障害のある25才の長男をできるだけ普通の暮らしができるように様々な体験を

心かすてきた Jヽさい時|よ 家族でいろいろなところに遊びに行き、小学校高学年からは家族

以外の人との活動を増やしてきた。その関わりから自分の意思を伝える力をつけていつた。自

分たちが動けるうちに何かしなければと、曜フ暖麹 Z齢敵な 励 しんノート」を作成りL
NPO法人よこはま成年後見 つばさ 埋暑。

渕障がいのある子どもがいる

からできたこと。

☆母として 1人の女性とし

選択をし闘する根岸さ

物 着

a鰯 ′F多 形 って?
☆福祉のプロが見つめる

「成年後見制 。そのひと

そのひとの生活に寄り添

うことの必要性を提言。

☆事例などを含めて法人後

見を紹介。韓 んフコ

ジェクトなど)

☆同タイトルで 口朝日胸

饉載りまし色

第4回講師 須田 幸隆氏

NPO法人よこはま成年後見つばさ理事長

2002年に横浜市職員として初めて後見測珊 臥 個人後見歴は11年にな乙 その時、自

分自身に課したテ■マは「成年後月制度は単なる財産管理の制度ではない」。今でもこのテーマ

独   特定非営利活動法人 よこはま成年後見つl‐」は、判断能力の低下した人々の権

利擁護を目的la成年後見制数つ剛彗蟷剛勲てカリ《観 を行う醜 メンバー|

職OB等で、福祉事務所などのソーシャルワーカーとして豊富な経験があり、すでに社会福祉士

としで劉亀尽 保佐人などとして活動している者もいる


